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【目的】心臓手術後の肝炎やGVHDを避けるため最
近では他家血輸血を減らす努力が払われている。
当院では昭和62年4月から自己血輸血を開始した
が、その現況について報告する。
【対象】冠動脈病変を除く成人開心術症例27例を
対象とし、自家血開始以前の14例を前期群、それ
以降の13例を後期群として比較した。
【方法】自家血輸血は人工心肺の前面をヘモコン
セントレー帰一を用いHt50％に濃縮して行った。
【結果】出血量は前期996±721ml、後期708±591ml
で差は無かった。術中、術後輸血は表に示す。
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　目的；成人発症Still病での血漿交換療法の有効
性について検討した。
　対象および方法；アスピリンやステロイドが無効
であった成人発症Still病患者2例に合計3回の血
漿交換を施行した。血漿交換はプラソート2500と
クラレKM　8800を使用し，2次膜はそれぞれカスケ
ードフロー1760とエバフラックス4A3Fを使用し
て施行した。血漿処理量は合計9しと10：しとした。
　結果；症例1：咽頭痛，関節痛と発熱などの臨床
症状は消失し，CRP，免疫複合体とフェリチンが
低下した。症例2：関節痛，皮疹や発熱などの臨床
症状は軽快し，CRP，フェリチンと免疫複合体が低
下した。
　結論；．血漿交換療法は難治性の成人発症Still病
に対して施行する価値のある治療法と考えて報告し
た。
【結語】現在では600・一800ml程度の他家血輸血を
主に術中に行っているがこの必要分を術前自家血
採血により補えば、無他家血輸血症例が増加する
と考えられた。術後自家血を返血することで術後
第1日から7日間は赤血球数に変化は無かったが
それ以降は減少傾向を示した。術後7日目頃より
抗血小板剤投与の必要性が示唆された。
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